
投
票
所
で
は
、
最
初
に
秋
田
県
選
出

議
員
選
挙
の
投
票
を
し
ま
す
。
投
票
用

紙(

薄
い
黄
色)

に
候
補
者
の
中
か
ら
１

人
を
選
び
記
入
し
ま
す
。
次
に
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
を
し
ま
す
。

投
票
用
紙(

白
色)

に
候
補
者
名
簿
の
中

か
ら
１
人
選
ぶ
か
、
ま
た
は
政
党
な
ど

の
名
称
を
記
入
し
て
投
票
し
ま
す
。

◆
下
浜
長
浜
公
民
館
投
票
所
は
住
所
が
変

わ
り
ま
し
た(

長
浜
字
荒
郷
屋
87-

１)

◆
投
票
日
の
21
日
(日)
、
土
崎
地
域
で
は
、

土
崎
港
曳
山
ま
つ
り
の
た
め
交
通
規

制
が
行
わ
れ
る
区
域
が
あ
り
ま
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
投
票
所
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

◆
投
票
入
場
券
を
無
く
し
て
も
投
票
所

で
再
発
行
し
て
投
票
で
き
ま
す

◆
視
覚
障
が
い
者
の
か
た
は
、
点
字
に

よ
る
投
票
も
で
き
ま
す

◆
今
回
の
選
挙
か
ら
成
年
被
後
見
人
の

か
た
も
投
票
で
き
ま
す

◆
開
票
は
、
投
票
日
の
午
後
９
時
15
分

か
ら
市
立
体
育
館
で
行
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎(

８
６
６)

２
２
６
０

秋
田
市
職
員(

高
校
卒
業
程
度
・
資

格
職)

を
募
集
し
ま
す
。

①
高
校
卒
業
程
度

試
験
区
分(

採
用
予
定
人
数)

▼

行
政(

６

人)

、
土
木(

２
人)

、
建
築(

２
人)

、
電

気(

３
人)

、
機
械(

２
人)

、
消
防(

３
人)

受
験
資
格
▼

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平

成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

＊
学
校
教
育
法
に
よ
る
４
年
制
大
学
、

も
し
く
は
こ
れ
ら
と
同
等
と
認
め
ら

れ
る
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

②
資
格
職

試
験
区
分(

採
用
予
定
人
数)

▼

保
健
師

(

２
人)
、
管
理
栄
養
士(

２
人)

受
験
資
格
▼

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
各
資
格
を
有
す
る
か
た(

保

健
師
は
取
得
見
込
み
の
か
た
を
含
む)

①
②
と
も
…

■
一
次
試
験
…
一
般
教
養
試
験(

全

員)

、
論
文(

行
政
、
消
防)
、
専
門
試

験(

土
木
、
建
築
、
電
気
、
機
械
、

保
健
師
、
管
理
栄
養
士)

日
時
▼

９
月
22
日
(日)

会
場
▼

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル(

八
橋)

■
受
験
案
内
書
の
配
布
場
所
…
必
ず
、

受
験
案
内
書
に
従
い
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す

消
防
以
外
▼

市
役
所
１
階
総
合
案
内
、

人
事
課(

３
階)

、
北
部･

西
部･

河
辺･

雄
和
の
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

秋
田
市
東
京
事
務
所(

東
京
都
千
代
田

区
平
河
町
二
丁
目
４
番
１
号
日
本
都
市

セ
ン
タ
ー
会
館
11
階)

消
防
▼

市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
消
防
本

部
総
務
課
、
各
消
防
署･

分
署･

出
張
所

■
受
験
申
込
…
８
月
12
日
(月)
か
ら
23
日

(金)
ま
で
人
事
課
へ
。
消
防
は
消
防
本
部

総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

人
事
課
☎(

８
６
６)

２
０
１
２

消
防
本
部
総
務
課
☎(

８
２
３)

４
０
０
０

＊
身
体
障
が
い
者
の
か
た
を
対
象
と
し

た
試
験
は
10
月
20
日
（日）
に
実
施
。

市
で
は
、
居
住
環
境
の
向
上
の
た
め
、

増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
工
事
費

用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
額
▼

５
万
円

対
象
▼

市
内
在
住
で
市
税
の
滞
納
が
な

く
、
同
制
度
を
初
め
て
利
用
す
る
か
た

が
対
象
で
す
。
住
宅
は
、
次
の
①
〜
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

一
戸
建
て
は
住
宅
用
の
車
庫･

物
置

を
含
み
ま
す
。
併
用
住
宅
は
、
住
宅
部

分
の
延
べ
面
積
が
建
築
物
全
体
の
延
べ

面
積
の
２
分
の
１
以
上
。
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
共
同
住
宅
は
、
対
象
者
の
居
住

用
専
有
部
分
の
み
が
対
象
で
す
。

①
対
象
者
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る

②
対
象
者
が
居
住
し
、
配
偶
者
、
親

(

配
偶
者
の
親
を
含
む)

ま
た
は
子
が

所
有
し
て
い
る

③
対
象
者
の
親(

配
偶
者
の
親
を
含
む)

か
子
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る

④
対
象
者
が
所
有
し
、
親(

配
偶
者
の

親
を
含
む)

か
子
が
居
住
し
て
い
る

対
象
に
な
る
工
事
▼

市
内
に
本
店
が
あ

る
建
設
業
者
な
ど
が
行
う
増
改
築･

リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
工
事
費
用
が
50
万

円
以
上(

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に

完
了
し
、
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
工
事)

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

住
宅
整
備
課
☎(

８
６
６)

２
１
３
４

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断･

耐
震
改
修

な
ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
建
築
指
導
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
▼

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
市
内

に
建
て
ら
れ
た
木
造
戸
建
て
住
宅
で
、

所
有
者
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額
の
上
限

耐
震
診
断(

耐
震
性
の
評
価)

▼

３
万
円

耐
震
改
修
計
画(

改
修
設
計
、
概
算
工

事
費
の
算
出)

▼

20
万
円

耐
震
改
修(

壁
の
補
強
な
ど)

▼

30
万
円

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

建
築
指
導
課
☎(

８
６
６)

２
１
５
３

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田
市ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

市役所からの
お知らせ

２

今い
ま

で
し
ょ
う

日
本

に

ほ

ん

を
変か

え
る
一
票

い
っ
ぴ
ょ
う

を

市し

職
員

し
ょ
く
い
ん(

高
校
卒

こ
う
こ
う
そ
つ

業ぎ
ょ
う

程て
い

度ど

・

資し

格か
く

職し
ょ
く)

の
採
用

さ
い
よ
う

試し

験け
ん

住じ
ゅ
う

宅た
く

の
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
に
補ほ

助じ
ょ

し
ま
す

住じ
ゅ
う

宅た
く

の
耐
震
診
断

た
い
し
ん
し
ん
だ
ん

な
ど
の

費ひ

用よ
う

を
補ほ

助じ
ょ

し
ま
す

投
票
時
間
▼
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

(
河
辺･
雄
和
地
域
は
午
後
７
時
ま
で)

参
議
院
議
員
選
挙
　
７
月
21
日
(日)
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高
温
多
湿
な
こ
の
季
節
は
、
食
中
毒

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
食
品
な

ど
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
、

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

原
則
①
菌
を
つ
け
な
い
▼
食
中
毒
菌

は
、
魚
や
肉
、
野
菜
な
ど
に
付
い
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
菌
が
手
や

調
理
器
具
な
ど
を
介
し
て
ほ
か
の
食
品

を
汚
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
十
分

な
手
洗
い
、
食
材
の
洗
浄
、
調
理
器
具

の
洗
浄
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

原
則
②
菌
を
増
や
さ
な
い
▼
食
中
毒
菌

は
、
10
℃
以
下
で
増
え
に
く
く
な
り
ま

す
。
食
品
は
、
室
温
に
長
く
放
置
し
な

い
で(

調
理
中
も)

、
冷
蔵
庫
で
保
存
し

ま
し
ょ
う
。
加
熱
調
理
し
た
食
品
も
で

き
る
だ
け
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

原
則
③
菌
を
や
っ
つ
け
る
▼
食
中
毒
を

起
こ
す
菌
は
熱
に
弱
く
75
℃
で
１
分
間

以
上
、
ウ
イ
ル
ス
は
85
℃
で
１
分
間
以

上
の
加
熱
で
死
滅
し
ま
す
。
食
品
は
中

心
部
ま
で
十
分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
調
理
器
具
は
洗
浄
後
に
熱
湯
や
塩

素
系
漂
白
剤
な
ど
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
検
査
課
☎(

８
８
３)

１
１
８
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、

進
行
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
は
病
気
に

な
っ
て
も
症
状
が
出
に
く
い
も
の
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
無
料
の
Ｂ
型･

Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
職
場
の
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
か
た
で
検
査
を
希
望
す

る
か
た
は
、
健
康
管
理
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

市
保
健
所
で
検
査
を
希
望
す
る
場
合

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時

に
血
液
検
査(

約
15
分)

を
行
い
ま
す
。

一
回
の
定
員
は
10
人
で
す
。
結
果
は
約

２
週
間
後
に
郵
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
検
査
を
希
望
す
る
場
合

ご
自
宅
へ
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

受
診
日
時
は
受
託
医
療
機
関(

105
か
所)

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
結
果
は
再
度
受

診
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
８
０

秋
田
地
域
振
興
局
で
は
、
広
小
路
に

面
し
た
東
北
電
力
秋
田
営
業
所
前
か
ら

加
賀
谷
ビ
ル
ま
で
の
歩
道(

約
110
ｍ)

で
、
８
月
中
旬
か
ら
地
下
埋
設
物
調
査

を
行
う
予
定
で
す
。
調
査
期
間
中
は
、

部
分
的
に
歩
道
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
地
域
振
興
局
企

画
調
査
課
☎(

８
６
０)

３
４
４
１

７
月
31
日
(水)
午
前
６
時
に
旭
北
寺
町

の
都
市
計
画
道
路
川
尻
広
面
線(

寺
町

工
区)

が
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

善
長
寺
前
の
一
方
通
行
が
解
除
さ
れ
ま

す
。
左
図
の
よ
う
に
普
通
車
は
右･

左

折
で
き
ま
す
が
、
大
型
車
な
ど
は
左
折

の
み
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
横
町
通
り
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
く
一
方
通
行
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
地
域
振
興
局
工

務
課
☎(

８
６
０)

３
４
７
１

予よ

防ぼ
う

３
原
則

げ
ん
そ
く

を
守ま

も

っ
て

夏な

つ

の
食
中
毒

し
ょ
く
ち
ゅ
う
ど
く

を
防ふ

せ

ご
う
！

広
小
路

ひ

ろ

こ

う

じ

の
歩ほ

道ど
う

で

掘
削

く
っ
さ
く

調ち
ょ
う

査さ

を
行お

こ
な

い
ま
す

無む

料り
ょ
う

の
肝
炎

か
ん
え
ん

ウ
イ
ル
ス

検け
ん

査さ

を
実じ

っ

施し

し
て
い
ま
す

旭
北
寺
町

き
ょ
く
ほ
く
て
ら
ま
ち

の
道ど

う

路ろ

が

７
月
31
日
に
開
通

か
い
つ
う

し
ま
す

豊富な経験で
消防団の活動を支援
７月１日、秋田市消防団のOB

団員16人を機能別団員(１号団

員)に再任用し、５人の団員が辞

令交付式に出席しました。

これは、団員の定年退職(65

歳)やサラリーマン化により日中

活動できる団員が減少している

ことから、現場経験が豊富なOB

に、その経験を生かしてもらお

うと始められた制度です。

新たに任命された16人は、引

き続き地域での消防活動をサポー

トしてくれる頼もしい存在です。

問 消防本部総務課☎(823)4000

秋田市消防団の海野団長が辞令を交付

＊この制度では、災害時に大学が避難

所になったときにサポート活動をし

てくれる大学生が２号団員として登

録(現在21人)されています。

広報あきた７月５日号に掲載した、
土崎港曳山まつり･ふれあい曳山の
実施か所を下図のとおり訂正およ
び追記します。ご了承ください。

広報あきた　平成25年７月19日号11

(仮称)秋田市ゆき総合対策基本計画素案に対するご意見を
現在策定中の上記素案に対する、市民のみなさんのご意見を募集して

います。提出締切は７月31日(水)。閲覧場所、提出方法など、詳しくは
生活総務課☎(866)8921へお問い合わせになるか、次のホームページを
ご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/city/josetsu/iinkai/


